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　第 1 図は岩見沢，旭川間の上下変動である。大きな局所的沈下は地盤の弱さのためであると

思われる。大局的には，旭川に対して岩見沢側が沈下している。

　第 2 図は門別，様似間の上下変動である。浦河沖地震（ 1982 年 3 月 21 日 ）で静内町，三石町

付近が大きく隆起したが，その後の 1 年間の上下変動は，様似側のゆるやかな隆起となった。

　第 3 図，第 4 図は，根室周辺の上下変動である。ほぼ東西方向の浜中，花咲検潮所間の路線

では，東上りの運動が継続している（ 第 3 図 ）。第 4 図は根室から北へむかう路線で，北下り

の傾動となった。従来は常に根室側の沈下が観測されていた。

　第 6 図は厚岸菱形基線の測距の結果である。有意な変化はない。
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第 1 図　岩見沢・旭川間の上下変動
Fig. 1  Level changes along the route from lwamizawa to Asahikawa.
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第 2 図　門別・様似間の上下変動
Fig. 2  Level changes along the route from Monbetsu to Samani.
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第 3 図　浜中・根室間の上下変動
Fig. 3  Level changes along the route from Hamanaka to Nemuro.
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第 4 図　根室・標津間の上下変動
Fig. 4  Level changes along the route from Nemuro to Shibetsu.
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第 5 図　花咲検潮所の月平均潮位及び花咲，釧路，網走検潮所間の月平均潮位差
Fig. 5  Differences in monthly mean sea level from tidal station pairs among Hanasaki, Kushiro and Abashiri.
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第 6 図　厚岸菱形基線測量結果
Fig. 6  Rhonbus base line strain measurement in Akkeshi.
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